
2023年（令和５年）7月 31日（月）                        第 210号 Ｐ－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NTT 労組  札幌退職者の会 

編集責任者 藤田 秀樹 (011)222-4771 
http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

4Ｆ 

ン
が
無
く
て
残
念
！
」
と
の
声
が
多
数 

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
フ
ル
装
備
で

の
開
催
と
な
り
皆
さ
ん
大
喜
び
の
様

子
で
し
た
。 

１
年
ぶ
り
や
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
同
僚
や
先
輩
後
輩
と
昔
話
や
近
況

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
言
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
大
満
足
の
楽
し
い

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

 

❝ぶどう狩り❞ 

順 位 氏  名 サークル 

優 勝 沼田 喜義 四木会 

準優勝 稲村 靖彦 SDC会 

１ 位 堀内 勝美 個人参加 

２ 位 児玉 義秀 ゆうじ会 

3 位 木村  稔 SDC会 

 

 

７
月
２
４
日
（
月
）
、
札
幌
退
職
者

の
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
【
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
】
が
１
６
０

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

一
同
は
市
民
ホ
ー
ル
前
広
場
に
集
合

後
、
６
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
一
路
仁

木
町
に
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
山
観
光
農

園
」
へ
。
到
着
後
、
観
光
農
園
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
い
ざ
出

陣
！
「
佐
藤
錦
」
や
「
南
陽
」
等
々
お

好
み
の
樹
を
探
し
な
が
ら
思
う
存
分

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
「
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
」
が
復
活
。
参
加
者
は
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
甘
い
味
の
後
の
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
と
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
等

に
舌
鼓
を
打
ち
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
又
、
お
肉
の
苦
手
な
方
に
は

事
前
に
要
望
を
お
聞
き
し
て
「
弁
当
」

を
用
意
し
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
実
施 

し
た
も
の
の
「
ビ
ー
ル
と
ジ
ン
ギ
ス
カ 

 

6 月２８日（水）、晴天の下、石狩市のシャトレーゼ CC 石狩コ
ースで、退職者の会に登録されているゴルフサークルの交流コンペ
が開催されました。 
参加者34名は日頃のサークル活動で培った腕前を存分に発揮し 

退職者の会のメインイベント
の一つで好評の❝ぶどう狩り❞
を下記の通り開催いたします。 
なお、ジンギスカンとアルコ

ールが復活します。又、お肉が
苦手な方には弁当を用意しま
す。多くの皆様の参加をお待ち
しています。 

 
     記 
 
 
 

   
◆開催日 9月 11日（月） 
◆行  先 さくらんぼ山観光農園

（仁木町） 
◆参加費 1人 3,000円 

※同伴は配偶者のみ 
※新会員でさくらん
ぼ狩りに参加しな
かった方は 2,000
円（配偶者も同じ） 

◆集 合 場所⇒市民ホール前 
広場（大通西 1） 

時間⇒午前 9時～受付
開始 

◆申込み 同封のハガキで 8 月
18日（金）必着 

※不参加の方は返信
不要 

◆問合せ 011―222―4771 
     ＜事務局＞安部・沖 

 

て、普段以上の真剣なプレーで戦い
ながらも、ゴルフ仲間との交流を大
いに深め、健康でゴルフができるこ
とを喜び合いました。 
表彰式はクラブのレストランで

昼食を取りながら行い、佐野会長か
ら賞品等が授与されました。 
結果は以下の通りです。 
  

【この樹甘いわよ～っ】 

【さくらんぼも良いけどこっちもネ】 

『ゴルフサークル交流コンペ』開催される！ 
～栄冠は❝四木会❞の沼田喜義さんに～ 

予 告！ 

【スタート前の競技説明】 

【ナイスショット！！！・？】 

❝
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
❞
盛
大
に
開
催
！ 

★
★
★

「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・
ビ
ー
ル
」
が
復
活
★
★
★ 
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２
０
回
統
一
地
方
選
挙
の
結
果
報

告
、
人
事
年
に
あ
た
り
２
０
２
３

年
度
役
員
の
選
考
、
各
種
行
事
の

実
施
結
果
・
予
定
等
の
議
題
に
つ

い
て
討
議
し
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
回 

幹
事
会
開
催
さ
れ
る 

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」 

 
 

【夏休み連休期間の事務局連絡先】 

 

■期間 8月 11日（金）～１５日（火） 

■安部事務局長 011-681-6993 

      携帯 070-8346-3543 

■沖事務局次長 011-299-3407 

      携帯 090-2699-7126 

  

・恒例の札幌退職者の会「親睦パークゴルフ大会」を下記の
通り開催します。 

・夏空の下で思いっきりパークゴルフを楽しみ、日頃の練習
成果を存分に発揮して、仲間の皆さんと親睦を深め合いま
しょう。 

・大勢の皆様の参加をお待ちしています。 
 

記 
 

◆日 時 ８月２５日（金）９時スタート 
     ８時受付開始 ８時３０分開会式 
◆場 所 札幌パークゴルフクラブ「福移の杜」 
     札幌市北区篠路町福移 154-3 
     ☎ 011-374-8000 
◆対象者 札幌退職者の会会員及び配偶者・NTTOB 
◆参加費 一人 １，０００円 
◆競 技 ３６ホールストロークプレー 
◆入 賞 団体賞（各地区毎の上位 

５名の合計点数） 
     個人賞なし 

ホールインワン賞・ 
参加賞あり 

◆〆 切 ８月１５日（火） 
◆申込先 電話 011-222-4771 
     FAX011-222-0017 
     （札幌退職者の会事務局 

 安部・沖） 
※サークル会員の方は、サークル代表 
者を通し申し込み願います。 

★
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。（
停
電
に
備
え

て
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ホ

の
充
電
対
策
、
懐
中
電
灯
等

は
置
く
場
所
を
決
め
て
お

く
） 

★
災
害
時
の
連
絡
方
法
・
連
絡

先
や
避
難
先
等
を
確
認
し
、

家
族
で
共
有
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ス
マ
ホ

等
で
正
し
い
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。 

★
地
震
保
険
や
火
災
保
険
の
加

入
状
況
を
確
認
し
、
も
し
も

の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

★
今
年
の
日
本
各
地
の
大
雨
災

害
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
車
で

移
動
す
る
際
は
、
冠
水
す
る

場
所
に
は
近
寄
ら
ず
、
十
分

に
注
意
し
て
移
動
し
ま
し
ょ

う
。 

★
自
宅
が
山
や
崖
の
近
隣
に
あ

る
場
合
は
、
早
め
の
非
難
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

※
「
退
職
者
の
会
」
と
し
て
は
、

災
害
状
況
が
落
ち
着
い
た
段

階
で
、
会
員
の
安
否
確
認
を

実
施
し
ま
す
。 

今
年
度
第
３
回
幹
事
会
が
６
月

８
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
、「
か

で
る
２
・
７
」
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

座
長
に
加
藤
副
会
長
を
選
出

し
、
佐
野
会
長
か
ら
「
４
１
年
ぶ

り
の
異
常
な
物
価
高
騰
に
対
し
て

多
少
の
年
金
増
額
は
あ
っ
た
も
の

の
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
於
け
る

医
療
・
年
金
・
介
護
等
高
齢
者
に

優
し
い
政
治
を
望
み
た
い
」
な
ど

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
ご 

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

第
２
６
回
参
議
院
選
挙
総
括
、
第 

【会議模様】 

親睦『パークゴルフ大会』のご案内 

【昨年の開催模様】 

～
備
え
あ
れ
ば 

憂
い
な
し
～ 

 



２０２３年（令和５年）７月３１日（月）                       第２１０号 Ｐー３ 

 

  

択
し
ま
し
た
。 

実
際
、
太
極
拳
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
健
康
に
良
い
の

か
も
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
年
目
は
先
輩
受
講
生
を
真

似
て
覚
え
る
事
で
体
調
は
良

く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

 

が
必
要
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

私
も
「
健
康
太
極
拳
」
を
始

め
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
２
４
式
太

極
拳
を
何
と
か
演
舞
す
る
こ

と
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
こ
の

太
極
拳
を
週
１
回
同
好
会
の

皆
さ
ん
（
１
４
名
）
と
１
時
間

半
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
腰
に

痛
み
が
無
く
な
り
、
直
立
姿
勢

も
自
然
に
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

無
理
な
く
体
を
動
か
し
て

あ
せ
ら
ず
繰
り
返
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
等
で
ご
覧
に
な
り
実

践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

  
私です 

太
極
拳
と
は
「
無
限
」
「
宇

宙
」
と
い
う
意
味
で
、
武
術
・

芸
術
・
禅
・
哲
学
を
含
ん
だ
心

と
体
の
健
康
法
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
数
千
年
前
の
中
国

の
書
物
に
も
書
か
れ
て
い
て
、

健
康
法
と
し
て
確
立
し
て
３

０
０
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。 

太
極
拳
の
形
は
難
し
く
も

激
し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

誰
で
も
出
来
ま
す
。
し
か
し
、

精
神
を
統
一
し
て
呼
吸
法
を

取
り
入
れ
る
の
で
、
長
い
修
練 

こ
ん
に
ち
は
‼ 

僕
、
菊
谷
杏(

あ
ん)

で
ー
す
！

８
歳
の
ト
イ
プ
ー
ド
ル
で
す
。 

マ
マ
は
僕
の
こ
と
「
世
界
一
い

い
男
前
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
す

が
そ
れ
程
で
も
な
い
ん
で
す
が

ね
。 実

は
マ
マ
が
病
気
で
３
ヶ
月
程

入
院
し
て
そ
の
間
、
マ
マ
が
砂
川

の
お
兄
さ
ん
夫
婦
に
預
け
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
の
。
最
初
は
慣
れ

な
い
家
と
お
兄
さ
ん
夫
婦
に
ど
ん

な
こ
と
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
不
安

で
し
た
が
、
何
の
何
の
心
配
ご
無

用
で
し
た
。 

僕
の
散
歩
は
じ
ぃ
じ(

お
兄
さ

ん)

が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
あ
ー 

 

～
」
っ
て
。
僕
、
マ
マ
に
も
シ
ョ

ン
ベ
ン
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
な

い
し
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
も
マ
マ
も

「
あ
～
何
と
下
品
な
」
っ
て
。
で

も
、
「
シ
ョ
ン
ベ
ン
」
と
言
う
言

葉
に
慣
れ
た
今
は
「
お
シ
ッ
コ
」

と
言
わ
れ
て
も…

ね
。 

先
日
、
マ
マ
が
退
院
し
て
き

て
、
ま
た
二
人
？
の
生
活
に
戻
っ

た
け
ど
、
マ
マ
は
「
あ
ん
！
も
う

マ
マ
大
丈
夫
だ
か
ら
甘
え
て
い

い
ん
だ
よ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
マ
マ
の
こ
と
心

配
な
の
。
マ
マ
か
ら
言
わ
せ
る
と

世
界
一
お
利
口
で
可
愛
い
い
で

す
っ
て
。 

マ
マ
と
僕
こ
れ
か
ら
も
幸
せ

に
生
き
て
行
き
ま
ー
す 

ワ
ン

‼ 

ち
ゃ
ん(

義
姉)

は
や
さ
し
く
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
っ
て
く
れ
た
り
、
お
や

つ
・
ご
飯
を
く
れ
た
の
ね
。 

僕
が
困
っ
た
の
は
じ
ぃ
じ
が
僕

が
オ
シ
ッ
コ
行
き
た
が
る
と
「
ほ

ら
、
あ
ん
！
シ
ョ
ン
ベ
ン
い
く
ぞ 

私
は
退
職
が
近
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
活
し

よ
う
か
と
「
得
体
の
知
れ
な
い

不
安
感
」
を
覚
え
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
時
、
道
新
で
『
Ｕ
Ｈ

Ｂ
大
学
生
募
集
広
告
』
を
見

て
、
人
と
交
流
で
き
て
尚
且
つ

「
今
日
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る

（
教
育
）
」
「
今
日
用
が
あ
る

（
教
養
）
」
を
得
ら
れ
、
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
生
活
が
出

来
る
と
思
い
入
学
し
ま
し
た
。 

Ｕ
Ｈ
Ｂ
大
学
は
毎
週
火
曜

日
に
道
新
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
午
前
中
は
一
般
教
養
講
座

で
道
内
の
各
方
面
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方

（
大
学
教
授
・
病
院
長
・
理
事

長
等
）
か
ら
最
近
話
題
の
情
報

を
年
に
３
５
回
講
義
し
て
い

た
だ
け
る
大
変
有
意
義
な
時

間
で
す
。
（
受
講
生
は
１
０
０

名
～
２
０
０
名
） 

午
後
は
選
択
講
座
で
各
人

が
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
択

し
て
受
講
し
ま
す
。
選
択
講
座

は
（
英
会
話
・
書
道
・
写
真
・

ヨ
ガ
・
ボ
ー
リ
ン
グ
等
）
１
３

講
座
か
ら
選
択
し
ま
す
。 

私
は
今
ま
で
は
友
人
と
健

康
の
た
め
登
山
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
退
職
し
て
か
ら
は
ラ

ジ
オ
体
操
程
度
し
か
身
体
を

動
か
す
こ
と
を
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
「
健
康
太
極
拳
」
を
選 

我
が
家
の
８
歳
の
ト
イ
プ
ー
ド
ル 

 

菊
谷 

睦
子(

西
区) 

退
職
し
て
早
８
年
に
も
な
り
、
そ

の
間
に
も
身
近
に
居
る
５
人
の
孫

達
も
中
学
１
年
を
筆
頭
に
小
学
１

年
迄
、
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
数
年
も
孫
達
に
囲

ま
れ
、
毎
年
の
誕
生
会
・
ク
リ
ス
マ

ス
会
等
々
の
家
族
イ
ベ
ン
ト
に
と

賑
や
か
に
楽
し
く
癒
さ
れ
て
日
々

過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
ま
た
夫
婦
生

活
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
有
効
的

に
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

孫
達
が
元
気
に
成
長
し
て
く
れ

る
の
も
楽
し
み
で
す
が
、
成
長
と
共

に
段
々
と
離
れ
て
い
き
、
現
実
に
少

し
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。 

 

我
が
身
も
年
と
共
に
活
動
し
過

ぎ
る
と
、
足
腰
に
負
担
を
感
じ
る
状

況
で
、
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
と
切
替
え
、
軽

い
登
山
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
最
近

は
頭
の
体
操
に
と
麻
雀
（
定
例
会
）

に
も
参
加
し
な
が
ら
健
康
に
努
め

て
居
る
と
こ
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☆ 米 寿
佐藤　　　諦 明上ミサホ 渡辺　　澄 松尾　正美 岩　　寿子 有好美都枝
佐藤　　弘子 寺田　　綽

☆ 喜 寿 　
兼平　文男 山本　平八 田中　　豊 津山　和夫 尾崎　純子 澤田　美子
口地　睦美 竹田　哲雄 佐藤　吉雄 山田　博志 本間　克郎 伊藤　得幸
佐藤　玲子 市原　高博 島田　　實 小林　博明 相馬　郁子 鈴木　公夫
及川　　忠 吉田　和博 小谷　博則 半浦　邦彦 蛯谷　孝啓 武田　和弘
中田　晋治 田端　泰文 庭瀬　誠一 松崎　　敞 櫛引　和夫 伊藤　秀夫
本夛　　章 下山　正道 薬師寺とし子 小野　幸男 中村　利子 大和屋義弘
尾形夫佐子 荒坂　則明 鳴野　一美 大野　　寛

☆ 古 希
本多　正憲 菅原　清信 葛西　峰雄 平館　茂男 中島　辰美 猪亦　正樹
古屋　栄次 小林　　聡 山本　政顕 柏　　泰彦 池田たか子 鏡　　修三
柳館　幸一 廿日岩俊晃 後藤　智子 河野　忠康 北道　英子 村形　幸一
白鳥　　彰 青柳　哲郎 阿部　　晃 長谷川久子 千葉　孝一 川上　礼靖
中川　和彦 半田　和己 内田　元基 小又　　清 大島   　徹 樋口　和彦
小林　信之 佐藤　義徳 富川美代子 村上　　正 鷹觜　　信 鈴木　博文
高正　弘明 嶋　　　勉 佐藤　正一

【本人の訃報】 (受付順)

橋場 幸男 さん 77歳 (江別市) 没04月28日 池田 芳雄さん 76歳 (清田区) 没05月14日

橋本 一芳 さん 89歳 (東　区) 没05月18日 石寺 詳士さん 76歳 (東　区) 没05月09日

梶 田 章 さ ん 74歳 (東　区) 没05月16日 倉橋 政友さん 82歳 (北　区) 没05月24日

坂口 敏春 さん 87歳 (南　区) 没05月29日 成田 紀捷さん 83歳 (北広島市) 没05月29日

菊 地 俊 さ ん 75歳 (江別市) 没05月15日 小川 英雄さん 93歳 (東　区) 没04月25日

佐藤 次郎 さん 97歳 (豊平区) 没03月26日 及 川 巌 さ ん 85歳 (南　区) 没06月05日

白石 真子 さん 85歳 (北　区) 没06月06日 宇都 宮 弘さん 93歳 (石狩市) 没12月25日

林 寿 久 さ ん 87歳 (江別市) 没06月07日 齋藤 蓉子さん 84歳 (東　区) 没06月17日

佐藤 茂和 さん 71歳 (中央区) 没05月15日 本 折 正 さ ん 72歳 (西　区) 没06月23日

冨加見輝男さん 81歳 (豊平区) 没06月29日 岡村 正人さん 70歳 (手稲区) 没06月30日

青山 晴雄 さん 93歳 (北　区) 没07月05日

【配偶者の訃報】 (受付順)

山 崎 肇 さ ん 喜代子様 (道 内) 没04月09日 木本 幸一さん ツル子様 (北 区) 没06月06日

安井 正宏 さん 節子様 (北　区) 没06月29日 青木 忠昭さん 幸子様 (中央区) 没07月14日

村上　悦郎 （北　区） 小泉　　靖 （豊平区） 岩宮　伯明 （手稲区）
菅原　茂樹 （白石区）

川村　幸枝 藤江照代四 中村　英子 川口　精子 宮内　一敏 島田　和吉
吉田　研志 三沢　敏行 藤原　育子 畠中　恵枝 藤田喜美代 平田　純一
竹内　　睦 江田　輝雄 本間　　忠 小原　　誠 阿達　孝次 本間祥一郎
能登　昇一 廣田　　喬 松原　淳二 谷　　宣広 斉藤　　聡 山本　　勤
大内　　正 末永　武男 菊谷　睦子 石川冨美雄 髙橋　健二 杉山　正子
小杉　正規 國本　和子 樋田　フク 竹田　哲雄 宮越　宏之 伊藤　勇一
鎌田　協資 佐久間博子 西澤登志夫 村上　克則 吉田　勇夫 吉田　栄子
川村　光広 相馬　政雄 増永みち子  　山田   妙子 小笠原克幸 藤澤　行雄
國田　裕子 山下志保子
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(6月～7月生まれの方) (敬称略)おめでとうございます

新会員紹介 （敬称略）

お悔み申し上げます


